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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
環境でも多くの取り組みがあるが、時間の関係で「原料生産地のサスティナビリティを目指すＣＳＶ活動」を中心に話す。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような取り組みを経て、現在のキリングループは、キリンビール、キリンビバレッジ、メルシャンを中核事業会社として、国内の酒類・飲料の製造・販売を行う日本綜合飲料事業、オーストラリア、東南アジアを主な展開地域とし、酒類・飲料の製造・販売を行う海外綜合飲料事業、そして、協和発酵キリンを中心とする医薬・バイオケミカル事業、以上３つの領域を中心に事業を展開している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
KV2021では、ビジョンとして「社会課題に向き合い、お客様を理解して、新しい価値を創造することで、社会とともに持続的に成長する」と掲げている。戦略の枠組みとしては、社会課題への取り組みを通じた価値創造とお客様の期待に応える価値創造の重なりがCSVとなる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
昨年1年間かけて、キリンの重点課題を決定した。グループ事業へのインパクトと社会の持続性の2軸から経営にまつわる諸課題を抽出した上で、リソースが限られている為、最終的には3+1を選定した。有言実行の有言がお客様に伝わり、実行していくことで期待と信頼を獲得していきたい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
重点テーマのSDGsとの紐づけ。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今年2月にストーリーと共に発表した、コミットメントの概要。
事業活動を通じた地域活性化：
商品やサービスの展開については、JIのような象徴的取り組みもあるが、様々なアプローチの可能性があるだろう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
環境活動の事業戦略：
再生可能エネルギー、水、生物多様性・原料生産地と容器包装の4フィールドの構成となっている。
後で説明する「長期環境ビジョン」が2050年目標。CSVコミットメントの「環境」は、その中間目標として設定。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ストーリーより、「環境」パートの抜粋。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
キリンの経営理念はキリンの事業をよく表している。
キリンの製品は、生物資源と水資源を加工し、容器包装に入れてお客様にお届けしている。その過程でCO2が発生するが、地球温暖化で一番影響を受けるのは、生物資源と水資源。
自然資本に直結した事業。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2010年の生物多様性保全宣言以来、調達品の調達先国、調達量を基にしてリスク評価を実施。
深刻な品目はなかったが、その中でもクライシスになった時の影響度等から「パーム油」「紙・印刷物」「紅茶葉」を選定して、行動計画を立てて取り組みを始めた。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「午後の紅茶」がスリランカから多量の紅茶葉を調達している事の責任を果たすために、スリランカの紅茶農園の持続可能性に関する調査を開始した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全てを負担してしまうと、余りやる気のない農園まで手を挙げてしまい続かない。そこで、監査費用だけは紅茶農園で負担する仕組みとしている。
一部でも身銭を切ることで、認証取得する成果に拘りを持ってもらい、持続的に認証に従った農園経営をしてほしい。
認証を取得した殆どの農園が、環境面で対応できているプライドとともに、品質や収益性の向上、待遇改善による労働者の労働意欲向上などを感じてもらっている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
レインフォレスト・アライアンス認証は、環境だけの認証ではない。
環境を保全した持続可能な農園経営を行ってもらうためには、農業指導・農園経営の指導なども必要。さらに、農園労働者の労働環境についても改善を図っていく。
（途上国では、農業技術レベルが低いため、連作障害などが出ると隣の森林を燃やして焼き畑農業をしてしまうことも多い。よって、農業指導は環境保全にもつながる）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
毎年1度現地を訪問し、認証取得の進捗状況、および取得した後の効果を確認している。認証取得で確実にレベルが上がっているのを実感。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2016年末で40農園がキリンの支援で認証を取得。これは、スリランカ全体の認証農園の3分の1にあたる。現時点で46農園が取得。10数農園がトレーニング中。
今後は小農園の取得支援、水源地の保全活動にも乗り出す予定。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
キリンライブラリーと認証取得支援をあわせて「スリランカ フレンドシップ プロジェクト」と名付け、合わせて生産地スリランカへのCSV活動として実施している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「マリコ」の名は、6世紀後半にこの一帯が欽明天皇の皇子「椀子（まりこ）皇子」の領地であったという伝説に由来。
「シャトー・メルシャン マリコ・ヴィンヤード オムニス 2012」が、2016年5月26日、G7伊勢志摩サミット2016のワーキング・ディナーにて提供。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
垣根栽培のブドウ畑である椀子（マリコ）ヴィンヤードは、生産のための適度の草刈りのおかげで、広大な草原として機能し、多様な生きものを育んでいる。
130年前には日本国土の30％を占めていたという草原。今は国土の1％にまで減少。
草原は、単位面積当たりの希少種の割合が森林より極めて高い。草原は貴重。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
紙製包装容器のFSC紙100％を目指す取り組みは、生物資源の取り組みであると同時に、容器包装の取り組みでもある。


| FsCaRsmimimmERIAT

=Rl BiE BEfF ERE (20175 108KRT)
FSCEREHRLEE FSCINIfTEEEER

6&E/) v 100% 20204k #190% #110%

+J b3 100% 2020%F*k 100% #125%

AL 100% 20178k #180% #140%

RmARK—-)IFE 100% 20204k 2018FHFEHISMWILFIE
X E—IV68/(y(d135mIEBR< TR THFSCERIM. BRAI6E) Sy FFSCILEEET70%.,

es,
B
.

FSC® C137754



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当初予想をはるかに超えるスピードでFSC認証紙の採用が進んでいる。
6缶パックは10月末製造分から、底面にラベルを付けている。紙パックでは口部分にラベルを付けている。ギフトも歳暮時期からラベルを付けている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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